
12018スタンダードIIAB受 基本問題1261
ようになった。

85,80,25,0,65,55,40,55,75,70(′ →

このデータの平均値,中央値,最頻値,分散を求めよ。

また,生徒全員に 10点ずつ加点したときの平均値および分散を求めよ。
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[2018スタンダードIIAB受 基本問題12刊

夕は,ある商店におけるA弁当とB弁当の7日

A弁当 22,28,16,24,33,27,21(個 )

B弁当 18,22,17,13,28,35,32(個 )

データの散らばりの度合いが大きいのは,A弁当,B弁当のうちどちら力ゝ 四分位範囲に基づいて調べよ。
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71,2,73,74,Ъ ,76,7,79,80,93,108,15,144,1“

データ2,8,1,9,4,α がある。このデータの平均値が 7であるようなαの値を求めよ。また,平均値と中央

しくなるようなαの値をすべて求めよ。
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題A3961

χ,ノ に関するデータが右のように与えられていて,夕 の平均値は 4,

1)χ の平均値と分散を求めよ。

α,ら の値を求めよ。ただし,α <ら とする。

χと夕の共分散を求めよ。

→ χと夕の相関係数を求めよ。
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題A39司

ある集団はAと Bの 2つのグループで構成される。データを集言

したところ,それぞれのグループの個数,平均値,分散は右の表の

ようになった。このとき,集団全体の平均値と分散を求めよ。
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[2018スタンダードIⅡ AB受 例題5創

分散は 25であった。このデータの平均値と分散を求めよ。
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題B3983

%を 2以上の自然数とする。π人の得点がχl=100,χi=99(J〓 2,3,・ …・・,π)であるとき,"人の得点の平均 7,

υを求めよ。また,得点■o=L2&… …,0の偏差値ちがち=50+10(χ
j-7)に
よつて計算されること

を利用して,′1が 100以上となる最小のπを求めよ。 ←可マ 福岡た)
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題B399]

χ,夕 のデータが,κ 個のχ,夕 の値の組として

(χ l, ノ1),(χ 2' ノ2)' ……
・・,(χ
", 
夕
")

のように与えられているとする。

ム タの平均値をそれぞれ 亀 夕とするとき,変量χとノの共分散ち はち =与
鮭 lχ
ノ々
う
一アフ であることを

示せ。

これらのデータの間には,ノヵ=αχヵ+う (力 =1,2,……・,π )という関係があるとする。ただし,α ,ら は実数で,

αキ0である。変量χの標準偏差 s″ は0でないとする。このとき,χ と夕の相関係数を求めよ。 (2.16 倍 111大 )
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題B400]

変量χのデータの値をχl,χ2'… …'χ"と
し,χ の平均値を7,標準偏差を s(sキ 0)とする。夕≧1を満たすタ

について,lχヵ―¬ ≧pSを満たすχヵの個数を颯ヵ とするとき,颯勁≦
ナ
が成り立つことを示せ。

あるテストを受けた生徒 300人について調べたところ,得点の平均値が 63点,標準偏差が 8点であつた。得点が

7点より高く79点より低い生徒は少なくとも何人いるか,(Dを利用して答えよ。

o(注目R)
たI≧ χ丼≧ ・ヽ 2ヽた卜φ ン たにP十 1≧ い` ≧ χ .

しヽ■七―■封じ二十らない。

=ゞ#とはトー=ソ
≧+ど |な坂F
2上ガ(FS)2

=キ″‐K CF)

ヮ」)

Sユ≧+ら'F(P)

K(p`7
■

41く ¬cく 79   ↓ッ

レ
=― `31く

/6

ttピ = ιり ttお t'■ .  れ‐ゎ ′s_,

た ,`3′  F=2   とす3≧
κに手 =な

ギめ〕ん棋 パ は

Alこゎ。-7ダ じ2ユ∫

へZヽ  少なくしも 225人  いう.

ハ

ー

ノ

／

あて
／

′

‐

‐

‐

ヽ

、


